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K

つ
：
て

現

在

.
ー
：
つ

の

型

が

說

卿

上

出

來

：
て
：
ゐ

る

.
が
、
：德
川
時
代
と
云
つ
..て
も
三
苜
年
の
長
ぎ
に
涉
つ
て
ゐ
る
の
で 

あ
る
か
ら
、
初
期
と
後
期
と
は
大ぃ
に
性
質
を
異
に
し
、
德
川
時
代
商
業
組
織
は
こ
ぅ

.
S

つ
た
、
.商
人
篤
識
は
か
く
乂
で
あ
つ
た
と 

類
型
化
す
る
こ
と
は
危m

で
あ
る
。
從
來
そ
ぅ
い
ふ
風
に
類
型
化
せ
ら
れ
て
說
明
さ
れ
て

.
ゐ
‘.る
も
の
は
、
，江
戸
に
於
い
て
は
享
保
以
降
、 

も
つ
と
嚴
密
に1K

へ-
ば
株
神
問
の
固
定
化
せ
ら
れ
た,^
和
か
ら
天
保
に
か
け
て
の
產
物
で
、
，
そ
れ
似
前
の
商
業
は
極
端
に
い
、
ば
未
だ
戰 

國
時
代Q

封
鎖.
的
商
業
：組
織
が
拔
け
切
ら
.
ず
、
そ
の
餘
勢
は
滔
々
た
る
流
通

g

全
國
化
を.
馨

し

.
て

い

だ

の

で

t

、
そ
と
に
新
舊
商
業 

資
木
の
激
し
い
格
闘
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
t
o
.

そ
ぅ
し
た
地
元
商
業
と
遠
來
の
震
大
な
る
商
業
資
本
と
0_

爭

の

跡

を

私

は

.
江

戶
 

の
木
制
沿
屋
の
成
立
過
程
の
ぅ
务̂
見
出
さ̂

と
思
ふ
。.
木
綿
は
こ.
の
時.
代
の.
當
初
ょ
り
最
も
重
要
な
る
商
ロ

|

の一 .0
^

あ
り
、
猫
つ
て 

そ
の
|/
«

屋
仲
間
の̂

^
及
び
そ
，の
後
の
發
殷
は
江
戶
商
業
組
織
-(
0

中
核
的
拓
在
と
な
つ«

が
ら
、
.

恰
好
な
る̂

ボ
ど
な.
る
で
あ"
ら
ぅ
0 

::■
さ
て.
江
戸
の
木
綿
間
屋
仲
間
：に
は
ニ
十
骄
組
太
物
問
屋

.
•と

三

十

六

の
公
認
す
る
處
と
な
り
、
木
綿
織
物
を
尊
業
と
す
る
問
屋
仲
間
? •

めつたが、後者は肉庙組、へ或
は
逢
町
組
と
稱
す
名
に

.
京

坝

下

り

の

ふ
f
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の
う
ち
>

1

を
も
I

入
す
る
問
屋
が
連
合
し.I

蜋
を
：町
年
寄
.忙
提
出
し
公
認
を
得
，た
。ン
兩
組
は
永
く
：江
戶
{ €

於
#

る
木
綿
販
賣
：の
獨
占
を
ね
.ち
つ
，て
華
つ
た
が
、：寶
曆
三
年
訴
訟
0

結
梁 

f

兩
組
と
も
苻
續
を
認
め
ら
れ
、K

に
*

段
と
協
力
す
べ
き
様
命
ぜ
ら
れ
た
の
、で
、

一
.

方
：は
大
傳
原
町
組
、
一
他
方
は
.自
.子
組
と
稱
'
し
.、
併
.

江
戸
雨
組
太
物
問
着
本
表
づ
：た
O
V
:先
ず
歷
臾
の
古
い
大
_

馬
町
組
杈
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立
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程
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瘡
國
時
代
£

巩
坂
地
友
の
.商
人
.が

:«
搬
：の.
：便

宜

書

利

潤

確_

の
た
め
に
、
'
^

く
邊
土
ま
で
行
商
し
沙
い
た<:
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
，各
地
の
大
小
名
が
歡
迎
し

.
て
保
護
^ ;,
あ
た
ぇ
、
In
火
服
町
&
务
が
城
下
町
に
早
ぐ
ょ
り
ハ 

發
虫
し
た
と
い
う
祺
實
を
我
々
.
は
新
城
常
三
氏
箸r

戦
國
時
代
の̂

通」

の
中
で
齚
し
く
敎
へ
ら
れ
る;'-'0:
江
戶
も
亦
：こ'れ.
ら
贺
人
'の
活
躍. 

★

ち
勒
衆
^K

ゐ
：る
:0K

.®
.;

':^

苹

憂

一 :

耳

0
^

お
ひ
た
け
金
覺
兩」

を
買
つ
た
辦
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
高
野
寧
は
.「

そ
ひ
時
.節
は
亂
家
か
.な
國
都
拒
> '

聲

逵

私
'0.
'
:弓
.箭
を
‘と
り
、
,
. 

爱
か
し
こ
に
關
わ
す
へ
、
街
頭
往
來
安
か
ら
ず
。
さ
れ
共
高
野
ひ
5

り
笈
を
お
い
て
關
來
へ
下
る
。
n
疋
は
弘
法
大
師
修
行
の
，か
.
^
ち
を
學
.
.

ベ
る
ひ
■じ
り
と
て
、
弓
箭0 (
中
を
あ
け
て
通
す」

ハ
慶
長
見
阳
雄〕

と
あ
る
が
た
め
で
あ
ら
う
か
、
臾
服
行
商
人
は
僧
形
7 )
^ :
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^
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か
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錄
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「

勉
て
门
木̂

中

べ

，
京

都

ょ

り

/-
1
\
る
^

服
屋
は
^
法
體
にIて
是
を.
架

商

人

と

稱

し

だ

ガ

」

：；
と» '
り
、
ど
；办
僧
形
の
挺 

服
商
か
ら
後
に
縣
府
御
抱
へ
の
炎
服
所
茶
屋
晴
延
が
出
た
と
1
ー4
は
れ
、
そ
の
炎
舰
聖
の
紱
れ
.
會
汲
み
、r

自
木
の
一.
凡

高

秦

^

五

ホ

幅

三

凡
 

計
り
、
，横
二
尺
ニ
三
寸
の
，
た
と
へ
は
挑
筘
の
製
の
如
く
に
し
•て
棒
を
さ
し
、
'下

^

に
か
つ
が
せ
てj

歩
^

^
吳
M

屋
出
身..
に
同
じ
吳
服. 

所
の
菱
屋
庄
兵
衞
が
出
て
ゐ
る
。
，
又3

蹟
合
考」

に
は
元
祿
年
間
に
江
戸
で
榮
へ
た
豪
商
家
城
の
初
代
太
郞
次
>の
素
朴
な
行
商
姿
を
俾 

ぇ
て
ゐ.
る
。
太
郞
次
は
寬
永
六̂
年
の
頭
、
京
ょ
り
紅
戸
に
下
り
常
磐
橋
岬
で
腕
に
布
類
を
か
け
、
大
名
旗
木

©

家
來
相
手
に
%

質
を
し 

,

物
’則
の.
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戸
商
業
組
織
、‘
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て
ゐ
た
が
商
ひ
の
、多
く
な
る
に
つ
れ
、
竹
に
て
木
馬
様
の
も
の
を
作
り
か
ヴ
/
い
で
喪
り
少
い
た
と
沄
ふ
。
こ
、れ
ら
の
行
商
人
は
江
戸
の
町 

,
を
振
齊
し
て
も
炭
い
た
で
あ
ら
.ぅ
が
、
商
品
を
展
覽
し
て
喪
る
場
所
、
卽
ち
市
へ
も
姿
を
现
は
し
た
で
あ
ら
ち
o '

，私
は
嘗
つ
て
戰
國
諸
候 

冗
*

據
め
：時
代
杞
ほ
市
.に
ネ
銃
制
の
：手
私
延
び
で
プ
赵
％
昔
_

ぢ
挤
在
^

た
©

國

一

隱
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
見
た
。(

拙
藩「

連
雀
町
、
連
街
座
、
連
雀
商
人」

一

Vi

田
學
會
_

誌
三
九
ノ
六
o)

「

連
雀」

と
い
ふ
の
は
•物
の
背
負 

具
•の
名
で
、
行
商
人
は
こ
れ
に
商
品
を
稂
ん
で
遝
搬
し
た
こ
と
か
ら
-、
連
馆
商
"人
と
一
：

4

へ
ば
行
商
人
を
描
す
こ
と
に
な
•
つ
た
。
然
し
連
崔 

町
は
た
V

取
に
こ
れ
ら
連
锥
商
人
が
集
つ
て
费
買
を
な
す
市
場
と
沄
ぅ
意
味
で
な
く
、
そ
の
市
場
に
領
主
ょ
り
公
認
さ
れ
て
連
帒
商
人
を 

取
締
る
苕
の
稃
布
せ
し
市
場
を
指
し
た
。
そ
の
取
締
役
所
は
連
雅
座
と
通
常
呼
ば
れ
、
述
资
町
、
觅
ら
に
廣
く
は
そ
の
城
下
町
•の
瞥
察
的
. 

取
締
が
そ
の
乎
に
扼
ら
れ
、
■そ
の
代
愤
と
し
て
連
«

町
に
?1
\

入
す
る
商
人
、
延
て
は
顧
内
金
般
の
行
商
人
か
ら
役
錢
を
微
收
し
て
ゐ
た
Q 

斯
榇
な
述
锥
町
が
江
戶
に
も
孙
在
し
た
。
~
天
正
ニ
十
年
咐
上
办
の
焼
跡
に
迆
锥
町
が
姐
て
ら
，れ
、
町
年
铬
の
一
上
货
多
村
にr

關
八
州
之 

町
人
連

I

㈣

札
座」

が
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
炎
服
の
，行
商
人
も
双
％
こ
の
札
陁
の
監
#

横
の
中
に
似
含
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ら
ぅ
が
、
 

そ
れ
を
物
語
る
^

料
に
米
だ
跑
れ
て
ゐ
汝
い
。 
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時

代

の

蒙
.に

於

い

，
て

妹

亦

、
，
傅

馬

褡

辦

商

に
物
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
俾
馬
宿
も
亦
領
主
と
恩
顧
關
係
を
結
ん
で
を
り
、
江
戸
の
場
合
も
同
様
で
あ
つ
た
。
天
正
十
八
华
家

广
門
め
.五
人
：で
、
.初
め
は
&

斤
域
钓
掘
め
_龍
办
ロ
：咚

'.
;
.
:
9竣

工

. ^
S

や(

代
地
を
郭
外
：に
賜
つ
て
移
轉
お
命
ぜ
f
e:れ
だ

;:
:
:
"扛
严
上
宿
：一
^
後
空
思
橋
：區
_
傳
馬
町 

小
. 

许
の
三
人
が
移
り
、
下
粘一

後̂
の
N

木
橋
恥
火
他
馬
町——

に
は
佐
久g

、

伙
苽
の
ニ
人
が
移
9

、
そ
れ
ぐ
周
敷
を
糨
へ
て
俾
馬
業

に
從
讥
し
た
び
こ
‘
の
大
俾
馬
町
の
似
馬
役
に
か
ら
ん
で
木
綿
商
人
來
忭
の
俾
說
が
俾
は
っ
て
ゐ
る
Q

火
傅
馬
町
組
太
物
問
屋
の
文
化
十
一 

,
¥

九
ガ
の
讲
上(「

太
物
仍
來
油
之
詁」

川
甚
多
久
太
夫m

r

大
儆
思
町」

史
料
絢
1
仕
入
：

g
」

所
載)

に
よ
る
と 

メ
 

「

恐
多
く
も
來
照
宵
様
御
ん
阈
之
砌
り
三
州
地
領
之
豪
家
佐
久
間
勘
解
山
と
屮
敦
、
元
來
小
荷
駄
御
用
相
勤
罷
在
候
に
付
、

j

叫
御
膝
元 

■■
■
'
'
克
被
爲
召
呼
候
に
付
、
.
右
勘
解
由
：

一
.

同
勢
规
：她
領
之
木
綿
商
人
私
典
仲
間
先
代
之
者
共
附p

來
り
候
處
右
勘
解
由
儀
は
馬
込
勘
解
1±
1

と 

被
爲
谷
御
俾
馬
掛
り
之
御
川
被
爲
仰
付
候
に
#

、
私
共
仲
間
先
代
之
漭
弗
よ
”

今
に
茧
る
迄
、
御
傅
勘
役
■

用
相
勤
商
體
相
續
仕
罷
布
候
• 

..
:
'
;儀

^ <

全
く
御
治
#

御
；1
惠
之
御
蔭
故
と
宾
加
至
極
雛
有
壮
合
に
奉
猝
罷
我
候
4」

.
,
.
:
■
.'
•
:,'
'
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卽
ち
傳
馬
役
9

—
人
佐
久
間
は
：1
1
1河
.の
出
身
^
.
:家
康
に
.從
っ
て
. #

-
戶
に
來
る
際
、
：#
勢
及
^

l,i

河
、
遠
江
地
領
の
和
綿
商
人
を
件
っ 

て
來
允
と
一S

ふ
。
こ
の
ぅ
ち
仂
勢
の
商
人
と
あ
る
の
は
こ
の
、5
5上
の
出
來
た
文
化
年
間
に
/

こ
の
傅
統
を
繼
ぐ
冏
屋
仲
間
は
#
勢
出
身
の 

商
人
で
占
め
ら
れ
て
ゐ
た
爲
、.
.讲
加
へ
ら
れ
■た
の
で
あ
っ
て
、
祺
饨
文
进
の
上
で
も
妍
勢
商
人
で
火
傅
敗
町
へ
出
店
し
た
初
め
は
宽
永
十 

ニ
年
と
ざ
れ
て
ゐ
る
' 0

义
こ
の
文
哿
で
は
都
業
の
木
綿
商
人
が
初
め
よ
リ
吖
祚
し
て
い
た
様
に一ー 4

は
れ
て
ゐ
る
が
、
と
れ
も
：

E

じi

合
の 

r
w 

P記
錄
I :」

_

(

仕
入
助〕

と
云
ぅ
?

^

に
よ
'れ
ば
最
も
古
.き
業
翁
で
も
^

永
.ー
一
年
創
業
と
^

ぅ
と
と
.に
な
つ
T

ゐ
.る
•か
ら
、
■そ
れ
も
訂 

正
さ
れ
ね
ば
な
ら
'な
い
。
然
し
萬
页
全
部
噓
で
な
い
こ
と
は
後
年
ま
で
こ
ゝ
の
木
綿
店
は
俾
馬
役
と
密
接
故
關
係
を
持
ち
、
俾
踌
役
錢
を 

負
婿
し
.て
ゐ
た
琪
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
0

要
す
る
に
三
河
か
ら
來
た
傅
馬
衆
の
中
に
俾
揭
業
務
の
傍
ら
木
綿
商
資
を
營
む
も
の
が
あ
っ
た 

$

を
こ
の
文
3
1は
傅
へ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
-る
ま
い
、か
0(

拙
著「

大
傳
馬
町
組
.木
綿
店
發
.生
考」

歴
史
と
生
活
六
•ノ o

三
河
は
當
時
綿
花
の
栽 

席
が
普
及
し
て
；居
り
、
-
1河
木
錦
の
名
は
文
書
で
.も
永
'正
七
年
の
古
含
に
_

り
得
、
-'
'
.
河̂

木

綿

商

人

、
の

活

亂

尬

—1
'
日
吉
神
社
文
書」

..に
よ 

ろ
て
天
文
年
代
歡
内
ま
で
贩
路
を
擴
め
て
ゐ
：た
と
と
を
知
グ
得
る
。(

小

繋
■

「

ロ
本
康
發
達
史
の
研
究
b

從
つ
て
家
康
の
轉
封
と 

兆
に
、H

i

河
出
身
の
你
馬
役
を
た
よ
っ
て
'

y

戶
へ
來
，る
三
河
木
綿
商
人
の
姿
は
そ
こ
で
！；

H

然
考
へ
ら
れ
る
處
で
あ
ら
ぅ
？
江
戶
の
傅
馬
役 

初
期
の
江
卢
商
樂
紐
織
ノ 

’ 

, 

» 

, 

五

一

0

5

九〕



:

‘ 

’ Ilf

田
學
# .-
雑
認
铬
四
十H
卷

笫

四

號
. 

■ 

■ 

•.

マ
‘

て

.
 

五

ニ
o

一
六
〇w

t
 

#

川
f t

顧

爺
^

ら從_満
承
取
事
上
懷 

■

ば
な
ら
な
か
つ
た/0
,
そ
れ
は
江
戸
が
殆
ん
ど
德
川
氏
に
よ
つ
て
创
始
せ
ら
れ
た
も
同
然
で
あ
，つ
た
、か
ら
止
む
を
得
な
い
祺
で
あ
つ
だ
だ
ら 

,

:

ぅ
。
そ
こ
で
傅
馬
役
の
仕
琪
は
初
め
か
ら
忙
し
か
つ
た
の
で
、
多
く
の
傅
馬
衆
を
そ
の
下
に
抱
擁
し
、

•
そ

の

勞

役

負

婚

に

.
よ

つ

て

業

務

を
 

.

營
ん
で
ゐ.
た
。
斯
様
な
時
代
の
傯
馬
役
と
傅
馬
衆
と
の
關
係
は
ど
ぅ
で
あ
つ
た
か
は
明
瞭
に
は
ゎ
か
ら
な
い

0.

然
し
役
が
繁
忙
に
な
る
に 

藥
_
,
,:
-
つ
於
、
；
.
條
爲
役
比
益> .
指
猶
者
と
し.
て
の
角
緣
に
追̂

;'-

.;
'
.

咏
中
に_

寶
す
る
。
.
--
1
饵
戸
%

凡
寶
曆
よ9

四 

：

本
石
町
、
大
俾
舄
町
，
通
旅
籠
町
邊
に
每
年
.

冬
を
雄
ら
と
し
て
、
五
人
三
人
づ

〜

相
粘
し
て
武
家
町
屋
敷
出
入
た
り

」

ハ
參
考
錄
餘〕

，と
あ
，る
様
で
あ
る
。
又
"
傅
馬
柄
べ
問
合
せ
に
來 

パ
-.
：:
:

W

水
賣
橄
も
ゐ.
た
：事
で̂

ら
ぅ
如&

、
。
宿

で

竇

買

が

直

あ

2
行

は

れ
...ぞ

尊

％

あ
^

を
拂
つ
て
预
け
、
高
く
な
つ
た
顷
を
兄
計
つ
て
寶
つ
て
贳
ふ
翦
も
し
た
で
あ
ら
ぅ
。
，こ
の
問
屋
機
能
が
忙
し
く
なK

T

と
傅
馬
衆
は
肖
然
馬 

一,'
::
;,
':

の
：ロ
^

採
る
發
ガ
錄
擒
.を
：业
め
、：：故 

:
;'
>
'

’
^

瓦
.屮
軲
程
如
分
だ
宿
勝
# |
:

が
、
.
後
附
軒
に
氛
1

縦
少
參

,

,

相
限
り
諸
_

山
元
よ
1)
/

送
リ
來
り
候
荷
物
引
受
問
屋」

(

太
物
仍
來
£

之
話〕
が
確
保
さ
れ
.て
ゐ
た
祺
に
よ
”
、
觅
に
庭
顧
を
と
る
機
能
が
四 

'
:
へ：：.
.斬
が
僅
加
ユ
.
.軒
に
技
つ
相
幕
求
近
く
ま
，で
：も
慣
習 

C

HF4
.横
區
史
第
五
卷
；}
,'■
■
か
く
て
問
屋
は
ロ
' 

錢
庭
錢
に
よ
つ
て
利
益
を
得
て
居
り
、
更
に
傅
馬
役
錢
を
負
赠
す
る
こ
と
に
よ
り
商
品
獲
得
に
獨
占
力
を
も
つ
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
。
例 

■
へ
ば
間
屋
發
行
の
.手
形
が
な
け
-れ
ば
荷
馬
は
江
戶
周
邊
に
存
し
た
播
所
を
通
過
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
如
き
°((

四
谷
大
木
戶
に
は
览
政
の 

i
:
:
:
:
'-
-
:
v既
玄
ザ
膝
改
め
番
庳
妒
っ
た
承
.は
.

「

御
雜
內
嚨
S

V

に
傅
べ
：ら
れ
て
ゐ
.る
0

ハ
か
1

.

#經
過
：
^

へ
か
ら
か
、
.，：匕
；.の
傅
馬
宿
^

^

展
1>

た

問

屋

の

：
取

醫

品
.欧

木

綿

：
1

鼎

：に

跟

ふ

れ

て

し

隹

^

そ

し

て

：江

戸

：の
：發

展

は

木

綿

の

.需

要

：の
ぐ 

ノ
激
增
左
な
妒
、
：̂

&

6
屋
^

周

圍

に

；；
|

:

^
發
生
し
、
：貞
享
银
,

に
ば
四
名
0

猶
屋
办
ち 

上
つ
た
。
こ
れ
ら
仲
買
は
初
め
こ
そ
純
然
た
る
仲
買
沱
あ
つ
た
が
、
後
に
は
尚
己
，の
手
筋
方
ょ
り
す
る
仕
入
荷
が
增
加
し
、
仲
買
に
し
て

0
:玲
事
に
原
因
亦
あ
ダ
、
^

の
德
貝
0

中
：
如

ち

併

勢

商

人

：
の

_

頭
が
見
^
 

)

へ
パ.:'
,
'
.'■
•
'
• 

.

：
'
■•
.

」

/
■■
;

'

一
 

：
'

一
ム
ふ
逛
も
な
ん
か
勢
は
古
赀
ょ
り
饼
勢
灣
を
擁
し
て
朿
國
へ
の
溆
上
交
通
の
起
點
と
し
て
發
達
し
た
。
畿
內
か
ら
鈴
鹿
を
越
ぇ
ざ
と
伢 

。
勢
の
*

が
嫌
商
に
搬
辨
^

へ
ぢ
の
彼
方
祀
束
國
が
指
紙
多
れ
た
。
，

^

々
へ
渡
つ
た
と
沄
は
れ
る
。
從
つ
て
こX
に
は
水
軍
が
早
く
ょ
り
起
り
、
日
木
武
尊
の
明
に
は
雄
稻
稱
公
が

#

勢
灣
の
熱
田
に
據
り
、
平 

:
:& .
末
期
に
^

安
濃
律
に#

勢
带
：氐
が
盤
魁
し-

南
北
朝
時
代.
に.
は

南

の

夫

湊

•
餐

繁

 

.

境
は
ひ
と
9

水
耶
の
發
逹
を
姑
せ
た
ば
か
り
で
な
く
ノ
物
资
の
輸
设
も
亦
11
«
く
ょ
り
船
に
ょ
つ
て
行
は
れ
、
哉
大
神
宵
の
鎭
座
す
る
c l

-
と 

十
咚
ょ
次
人
及
が
物
資
^

流
通
繁
ぐ
巧
择
ぐ
ょ
^

業
的
發
展
が
見
ち
权
た
。
：!̂
:

爲
羽
そ
れ
-

^

港
町
と
し
て
榮
ぇ
、
そ
の
商
船
は
戰
國
末
期
に
苽
國
沿
擇
に
活
_

し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
長
享
ニ
华
武
藏
品
川
で
大
風
吹
き 

し

崎

濱

に
_

げ

る「

仅
陽
之
商
船」

が
破
报
さ
れ
た
こ
と
がr

梅
花
無
盡
藏j

に
ょ
つ
•て
知
ら
れ
、
弘
治
三
年
駿
河
江
の
浦
へ
伢
勢
船 

*

着
妒
て
«

賣
を
^

太
事
は
寫
山
備
中
守
'の
，刺

物

：忙

あ

つ

；
て

明

：か

：で

軚

る

皆

靜

岡

_

史

軋

^「

:
m
Q
:寄

土

勢

力'の

利

用

：

i

漱

周

到

散

：る

配

：

^

%

:

|れ

ゥ
# -

勢

：の

搿

蜃

坂

忆
_

德
川
氏
最
勒
の
_
^

け
る
特
權
が
あ
た
へ
ら
れ
、#

i

軍
の.
獲
得
の
爲
ぬ
は
德
川
氏
に
信
頼
深
き
藤
堂
氏
が
こ
X

に
聘
せ
ら
れ
た
。C

大

西

源

一

箸「

•#
•
勢

灣

を 

屮
心
と
す
る
浒
上
究
通

」

歷
臾
地g

'a
l
:
七
ノ
四〕

か
X

る
關
係
か
ら
伊
勢
商
人
の
江
戶
進
出
比
虎
視
眺
々
だ
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
江
戸
池 

初
期
の.
江

戶

商

樂

組

離「

-
、

、
I: 

, 

t 

, 

i
-
 

C

ニ
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學
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、

；

，
'
; 

' 

. 

- 

'

瓦
四
、

.

(

ニ
六
6 '

猜
の
完
備
と
共
に
愈
々
そ
の
發
展
が
約
束
さ
れ
る
^

至
つ
た
。

•
• 

-

.

, 

.
'

.

.
...•

パ
.

.
'

.

■ 
•
: 

• 
-

'
 

.
 

• .,  .

■

.

 

‘ 
- 

•  

«
- ■
. 

. 

.

.  

....

ff
i

- i
*

m

^
. o
:a
:

^

i

^

«項
■

^

^

在
1
1
1
ば̂

. 0

此
谷
_

^

北
に
入
れ
る
彼
の
伊
勢
町
堀
の
關
鑿
に
ょ
つ
て
江
戶
湊
に
面
し
た
。
そ
と
で
他
馬
に
•
ょ
る
中
心
地
だ
る
と
同
時
に
舟
運
の
®

を

合

ホ
,# 

;
;
;

(

義

# :
.'
^
#
§
^

泪

囘

：航

亦

顏

權

士

愈

_

、
#

賢

は

：傳■
^

ょ
^

山

沅

妙.齋

.
の
^

ヤ
為
^

、
：« .
馬

：
に

賴&
ぎ

：：る

木

綿

靳

.
品
§ :.
値
傻
手
^

ー：:-
^

赛
:̂
’
尤
.

_
が
«

' ^
_

膽
搌
搬
-.
;

»
^ '

ょ
ー
る
商
品
め
毚
^

班
^ .

て
:;
"

ら
、
遠
隔
の
商
品
は
船
運
の
發
速
と
共
に
當
然
船
稍
せ
ら
れ
る.
。
船
1舶
に
ょ
つ
て
火
傅
禺
町
に
も
た
ら
さ
れ
た
木
綿
商
品
は
そ
の
後
江
戶 

に
於
い
て
勢
侦
の
高
か
つ
た
松
^

木
韻
で
あ
つ
た
が
、
三
啊
木
綿
も
船
積
に
ょ
つ
て
送
ら
れ
る
择
に
な
^*
、
M

張
の
知
多
木
綿
も
#
勢
申 

;
每

の

；積

問

！

^
;

率

：を

經

：
_

逡

ぢ

れ

た

:'
';0

.8
鄭
縣
也
別
卷
^
撕

様

に

；
船

：運

：の
：
開

始

ば

單

：̂
^

「

市
爆
と
も
て
め
伊
勢
の
好
位
遭
が
0 :

月
遍
.り
木
綿
商
^

を
#

ぐ
し
た
6
.
.
.會
時
の
来
綿
織
, #
)

の
生
產
は
所
—

：

「

^
 

で
、
' 

へ
農
家
の
家
內
^

働
紀
' ^

名

副

，霉

的

隹

產

' ^
^

つ
.だ

關

係̂

# -

量
0

養

耍

：に

答
- >

令
^

A
繼
%

は
三
河
、
M

張
方
而
に
颇
取
船
を
派
し
て
集
荷
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
然
し
そ
ぅ
す
る
迄
-も
な
く
當
特
の
航
海
は
風
力
て
，負
ふ
處
大
. 

.
で
*

つ
た
か
ら
、
七
十
五
里
の
遠
州
灕
を
突
破
す
る
に
は
一一
一
河
、
馬
張
の
船
荷
は.
ど
ぅ
し.
て
も.
一
應
は
#

勢

の

積

問

屋

に

集

め

ら

れ

’ざ

る 

を
得
な
い
。
X

こ
1̂
の
^

繼

祸

は

近

、江

大

和

の

11
!
越
荷
物
を
も
蒐
荷
し
得
た
。
熊
^ .
1|
|

の

愆

險

を

囘

避

す

る

意

味

で

こ

れ

も

相

^

^

の

蒐 

#

が

ぁ

っ

た

事

と

思

：は

^
'

買
繼
宿
、«

繼
問
屋.
の
猶
勢
忙
：於
妙
る
發
展
：は

目

覺

し

い

ル

つ

^ '
匕
.れ

は

や

が

て

問

屋

制

家

內

エ
 

業
へ
と
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
關
し
て
は
米
だ
充
分
な
る
史
料
に
接
し
て
ゐ
な
い
。
か
く
し
て
蒐
集
さ
れ
た
る
木
綿
商
品
は 

船
積
問
肩
の.
乎
を
經
て
扛
戶
の
仲
買
に
同
發
さ
れ
た
-0
傅
馬
微.
加
七
墙
展
し
た
古
間
風
が
漸
次
減
少
し
て
四
軒
に
^ '.
つ
た
頃
、
仲
質
は
_七 

.
十

人

の

多

き

を

數

，
へ
、
，
遂

に

は

間

屋

仲

買

の

.區
別
を
撤
廢
セ
太
物
诺
の
，規
定
を
作
り
、
七
十
四
軒一:

様
に
相
屋
と
咎
乘
る
ま
で
に
な

:  

'
っ
た
。
：時.
は
貞
享
三
年
の.
事
で
あ
っ
た
。

「

興
後
の
#

勢
^

身
木
締
問
屋
は
餅
勢
在
國
の
.
買
繼
間
屋
優
：び
積
問
屋
と
連
合
し
、

111

者
の
.關
係 

•
.

は
緣
故
を
以
て
結
ば
れ
、
•
：
各
次
が
手
船
を
所
持
し
、
殆
ん
ど
木
綿
藤
送
.
に
關
す
る
，限
り
獨
占
航
路
：の
觀
を
呈
し
た
0

江
戸
木
綿
問
屋
も
仲 

/
:「

間
持
：の
船
舶
を
有
し
、
元
文̂
間
に
は
十
七
八
艘
も
持
っ
て
ゐ
た
と
一

K

は
れ
、
新
造
修
繕
に
は
，仲
間
割
の
出
金
を
.
要
し
、
問

屋

新

規

加

入, 

V

 
.
'者
は
私
船
の
提
供
を
：求
め
る
：か
、

.
：相
當
9

加
入
金
を
要
求
し
た'0C「

御
書
上」

仕
人
8

.-
X

、
餅
勢
の
積
間
尊
の
運
實
船
積
載
の
場
合
に
も
• 

:
:
特
辣
な
契
約
、
例
へ
杖
傷
船
の
時
に^

|

と
別
勘
定̂

す.
る
取
極
め
教
ど
結
：ば
れ
、

(
(

諸
問
屋
神.
興
調
十.
6 .

觅
角
三
者
の
關
係
は：

强
固
な
■■
'

.

も
の
が
あ
り
、•
そ
れ
が
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
大
傅
馬
町
木
綿
店
は
元
祿
の
江
戸
十
組
仲
間
に
も
加
入
す
る
こ
と
な
く
獨
自
の
發
猥
を
な
し 

'
/■
得
た
：の
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
傅.
爵
町
の
間
屋
仲
間
が
幕
庥
が
良
認
す
る
處
と
な
リ
、.1

一
十
赉
組
大
傅.
馬
町
太
物
問
屋M

な
っ
た
の
は
、

.
0 

'
 

述

の

様

に

寶

永

ニ

年

七

月

の

祺

で

あ

，
つ

た

0

ハ
太
物
柯
來
山
之
話

3 

' 

•

'

へ
'.
:.
.
;::
;
;
.
:
.
'
'
リ

:-
,
:-
-
:
7
:

、

て：

德
川
氏
入
國
腐
初
の
繁
華
地
a

江
戶
域
の
内
掘
に
添
ふ
た
龍
の
；ロ
加
ら
日
比
谷
へ
か
け
衣
地
に.
あ
っ
'た

.̂
し.
い
0
.
.
龍

の
n

に

は

前

述

の
■
 

.
V

'
様
に
俾
馬
宿
：#

あ
ぶ
^
增
上
寺
跡
圮
攝
た
連_

市
も
恐
ら
く
日
比
谷
» -
近
> '
推
測.
さ
れ
る
。
，
袭

.
が

江

戸

域

獷

夭

：
の

.
た
め
に
、
：
大
規
模.
.

な
塊
立H

弗
が
初
ま
り
、
繁
華
地
は
^

盤
橋
門
外
の
地
に
移
さ
れ
た
。
傅
馬
猫
も
上
下
ニ
ケ
柄
に
，移
轉
さ
れ
、
そ
れ
を
結
ぶ
木
町
か
ら
日.•

:
;:'
.
v
:本
橋
を
經
て
通
町
^

至」

る

線

に

；は

店

棚

.於
^

並
が
：「

戽
作
々
家
風
尋
常
^

:
:--
:
'
ず
1__
:
:8

長
見_

憑

，，程
.̂

な

っ

ゼ

。
：
：飯

馬

^
 

:  

:

:
る
。
か
べ
す
る
ぅ
ち
、
前
拟
で
述
ベ
た
様
に
江
戶
湊
の
藤
備
が
行
は
れ
、
廻
船
の
發
達
か
ら
、
商
品
輸
送
は
傅
馬
か
ら
廻
船
へ
と
移
り
、

V

商
業
..の
中
心
は
漸
次
傅
馬
宿
か
ら
廻
船
抱
へ
と
轉
化
し
初
め
^

廻
船
に
ょ
'る
火
跫
送
9

荷
の
可
能
は
日
本
橋
川
筋
の
廻
船
•柄
と
の
關
係 

が
深
め
ら
れ
て
行
く
"

就
ゆ
、
商
砧
蒐
集
の
最
大
市
揚
た
る
大
坂
と
忙
戶
と
を
結
ぶ
、>
後
め
菱
姐
廻
船
粘
と
の
連
絡
| :

も
っ
商
忠
^

、

^

眞
:'
'
-
.
:
:
麗

蒙

ぃ

：
：

:-
.;
;
,
勑

期

の

江

戶

 

’ 

へ

'

,

-

、

• 

'

沉

五' 

O

H

O

S
 .



ほ
^

^

^

^

^

越
^

^

:

^

^

;

?

.

'

;

:

'

:

;

〕

三

田

學

會

1

'

第

例
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^
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:
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-

瓦

六

' 

0
1
.

六
.四〕

坂

址

方

の

多

^

類

に

及

ぶ

商

品

を

弓

免

け

て

、

小

間

物

或

は

帮

か

^

^

を

茼

ふ

見

货

栅

を

為

し

、

そ

れ

が

地

域

的

に

'
私

# '
間

を

乍

つ

て

勺

 

®

、

，通

町

兩

組

を

形

成

し

た

。

內

店

組

は

正

し

4

小

間

物

內

店

組

と

沄

ひ

、

絹

物

、

太

物

、

小

間

物

、

繰

綿

、

眞

綿

、

双

物

、

下

り

孅
 

烙

を

取

扱

ひ

彌

町

組

は

^

色

通

町

組

と

一

本

ひ

、

絹

帝

、

太

物

、

小

間

物

、

諸

色

、

眞

綿

、

繰

綿

、

双

物

、

塗

物

、

荒

物

、

下

り

纖

燭

、

し

て

>

^

|卜

#

に

そ

れ

^

-

位

镫

し

た

事

か

ら

發

张

し

た

地

域

的

同

業

組

合

で

あ

つ

た

。

尤

も

後

に

は

仲

間

株

の

齊

買

や

出

店

a

關

.係

か
 

ら

地

域

が

阪

別

の

標

哗

に

は

な

ら

於

く

な

つ

て

し

ま

つ

た

。

こ

の

兩

組

は

何

時

の

頃

か

ら

出

來

て

ゐ

た

か

は

明

確

で

は

な

い

が

、
-明

蒈

三
 

.
:#
太

水

«

^

^

^ :
與

激

屋

、
.
絲

麼

、

，
：
綿

濕

ハ

_

是

外

.
十

为

商

.

^

$

- #
間

を

禁

じ

，
て

^
苓

こ

)

^

如

ぢ

見

で

、

こ
'C D

.興
旣

ぬ

存

龙

し
て
ゐ
た
へ 

.論

枕

孤

;'
»

法

ス

ふ

：
べ

^

:

舊

治

：1
:
1
;
年

: ^
振

賓

に

獲

札

を

飞

附

1 ;
:
戈

際

^

黄

明

«

に

齋

町

、

.內

店

兩

組

仲

間

三

：十

％

へ

邊

札

.が

f
 

、■

^

簡

遷

ゆ

調

名

^

所

謂

厲

翁

毒

ば

餐

鑑

礼

が

^
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へ
振
寶
愤
人
ー
へ

^

^

卸
ず
業
務
を
も
論
醫
扣
で
ゐ
た
^

を
物
語
り
:'

命
ぜ
ら
吒
て
ゐ
. 

た
0
と
の
闽
の
兩
組
の
例
間
構
成
腐
人
は
何
國
出
身
が
多
か
つ
た
か
は
わ
加
ら
な
い
が
、
こ
，の
前
後
ょ
り
#
勢
出
身
の
商
人
が
頭
角
を
あ 

■'
■
£
-禅
，4
:て
.來
九
«

- ^

，
勢
の
1
 

船
と
の

連

繁

あ
-
つ
S

、

從

つ

て

諸

，色

養

中

最

も

重

要

な

商

品

Q
1

た
る
木
紙
商
品
の
獲
得
に
容
易
，だ
つ
馨
な
ど
が
擧
げ
ら
.れ
る 

::
*

あ
^

6

^
:;
,
>
:亦

邊

地

が

播

勢'^
馨

烊

戶

と

次

坂

遛
く
仕
入
か
ら
贩
锊
ま
で
の
一
贳
商
業
を
行
ふ
に
至
つ
て
益
々
强
固
な
地
盤
を
作
つ
て
行
つ
，た
とK

ふ
べ
き
で
多
ら
ぅo

列
へ
ば
出
身
地
，
 

^

^

勢

淑

飯

ボ

爾

つ

』

‘—-
. #

.
;
9!̂

後
«
の
«

戶
進
出
は
寬
文
以
前
^

ま
炫
_

る
，
が̂
1
|井
八
郞
兵
衞
高
平
の
時
代
が
ら
事
業

z>
'

水

、

.

.
■

延

寶

年

間

.蔵

室

町

權

町

東

詞

隹

--
A

店

餐

■

れ

、「

家

裏

 ̂

駿

河

町

に

ぼ

と

象

に

兩

.

ミ
替
店
、_

店

：が

あ.
®
ぃ
：
京

都

に
.も

兩

麓
;'
'
>
.
'綿
店

''
.
'
>
:
:
西
：陣
織
仕
八
店
が
增
設
名
れ
：^ :
^

れ
、
槎
崎
に
も
出
店
を
出
ん
た
。
そ
し
て
こ
れ
ち
,#
店

の

連

絡

に

は

手

代

を
し
て
營
ま
し
め
、た
通
運
業
が
あ
つ
た
と
.
云
は
れ
る
0 

0
一一
 
井
家 

:

'

_公
氣
掘
1

8

:
同
匕
执
勢
敗
佐
和
敗
身
の
.
竅
姚
ば
江
芦
本
«

ニ
1
-
7目

圮

廣

服

店

が

あ

夂

;6
:

而
し
て
兩
#

/f
i

を
京
都
の
新
町
、
姉
小
路
上
る
町
及
び
大
坂
.の
今
橋
筋
に
持
つ
て
ゐ
た
。

(

町
人
考
见
錄
屮
卷〕

そ
の
他
、
饼
勢
出
身
の
富

鄕
の
伙
勢
を
主
に
し
て
ゐ
た
の
と
金
く
相
違
す
る
。
彼
ら
と
て
本
家
は
^

^

に
あ
つ
て
、
代
々
の
相
續
を
伢
勢
木
國
に
於
い
て
.絕
.や
さ
な 

.
か
づ
^

の
は
大
傳
馬
町
組.：の
.問
屋
と
同
.1>

あ
る
：が
、
.忙
戸
京
都
忙
ま

5

:に
钱
居
レ
^ '
.

。\ 0
大

傅

馬

：町

組

苘

人

が

單

忙

：伊

§

^

人

ぢ

呼

试: ^

焱
に
對
>
ぺ
#

ら
は
_伊
勢
出
身
乍
6>
.

-^

X

所
以
で
あ
る
。

こ
れ
を
町
年
袼
な
ど
へ
の
屈
出
の
形
式
か
ら1

K
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へ
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前
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.
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；ヤ
京
坝
^

汰
戶
と
：の
.：連
絡
找
最
备
深
.い
關
心
を
»'
ふ
處

籾
则
の
忙
戶
-商

業

执

織

い
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思

係

雑

誌

證

十
I

第

四

號
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五
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•

'

含
し
て
十
組
搜
利
間
を
組
織
し
て
、
、そ
れ
を
製
肘
し
た
の
は
こ
れ
が
た
め
で
、
其
後
建
の
主
導
權
も
廻
船
間
屋
の
手
か
ら 

/
#
'ら
十
組
へ
と
移
し
得
次
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
長
い
隱
忍
の
年
ガ
が
ぁ
つ
た

0 

丨 

.

■

戸
の
廻
船
問
屋
は
大
坂
そ
の
他
の
廻
船
問
屋
の
如
く
、
船
舶
を
所
有
し
、
ー
該
地
の
問
屋
か
ち
_

を
受
け

、.運
賃
を
定

め

I

,へ
廻
卵
す
る
純
粹
の
船
舶
敷
管
行
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
た

ぶ

戸
’へ
.廻
船
■

■

て
着
荷
し
炎
商
品
の
蘇
捌
き
間
塵
た
：.る
：に
す
ぎ
ま
か

つ
た
。
所
有
船
舶
も
な
く
、
自
己
の
靈
を
以
て
す
る
廻
®

も

じ

が

か

つ

た

か

ら

；
：
；そ

.の

業

務

肉

管
_

き

の

：で

象■

そ
；

Q

1 ^
0 /
. ^

傅
1

^

';
>

ネ
靡
振̂

府
の
政
策
^

e>
;

(m

發
b :

、：
從
つ
て
沈
戸
ベ
來
る
.
澈

亂
•.
©
.
貨
物
の
莫
大
な

f̂

里
钇
廻
船
附
屋

の
僅
‘か
な
權
成

一
：
員.拓

集

て

獲- |
^

聚

長

ぃ

篇

f

 

|

た

が

、
，
：そ

め

起

源

を

莩

慕

年

の

.

「
江

戶

廻

猶

問

屋

由

「

1

御
普
請
邊
候
に
付
、翁
國
卷
御
林
木
並
堅
犹
御
取
寄
斿
，
右
廻
；し
方
之
戰
廻
船
引
受
：之
者
共
.へ
：被
爲
仰
# '

倣
I

、
.國
 々

，
私

立

於

御

場

所

^ ^

右
之
者
共
駕
を
以
可
積
立
之
’

勿

論

在

暮
^

'
衰
卡T

督

+
-
$

德
川
■

西
國
豐
名
に
命
妄
江
戶
城
の
#

,
6

、

各
大
名
.は
そ
れ
6

1

?

懲

^

♦

■

戸
に
運
送
し
た
が
、

〉

尙
不
足
し
、

.)
1

導

备

つ

て

、.も
れ
.を
暴
た
史
料
が
.

■

れ
一
て
ゐ
參
、
：
.

(

東
京
市
史
稿
鹿'歷
笫
一
一
、
笫 

:

0
そ
れ
は
7
江
戶
の
近
泡
に
運.»
船
の
業
者
が̂

し
.て

袭

意

物

靡
'
^
^

を
作
り
、
江

戶

悬

上
'

調
方
役
所
へ
I

報

象

し
：S

S

改
御
奉
行
初
て
今
対
彥
兵
翁
様
讓
仰
付
候
に
^

i

州
加
茂
郡
須
崎
浦
ベ
御
陣
着
觉
、
へ
依
昏

州

へ

御

裂

り

被

焉
遊
候
に
す
、 

.江
■

屢
鋪
御
手
配
之
で
數
御
手
薄
に
付
、
'
4

湯

引

請

■

共
被
爲
召
出
、
被
仰
渡

薄
に
候
間
、
嚣

-'
|

|

|候
翥
蛩
關
御
用
掷
相
鼢
候
様
被
仰
# .

奉
畏
、
：則
御
請
申
上
候
1 _
‘ C

旣
出
由
馨
上)

:
舞

へ

© '
®

b

大
宇
で
あ
.

k

-:
-.:;
t
 

胡
馓
方
者
の
乘
船
の
有
無
を
阶
味
す
る
軍
事
的 

:ゾ
く
べ
.

7 

傅
_四
郞
父
子
の
宇
下
と
な
々
て
大
，坂
の
陣
に
.
從
軍
し
た
：足
輕
^ ;

队
.て
：當
て
た
姑
、
尙
不
足
の
た

-
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h 

め
、
江
戶
の
廻
船
引
受
.の
苕
も
召
讯
さ
れ
、
姐
下
同
様
の
'待
遇
で
苗
祭
帶
刀
を
許
.さ
れ
、
.,
'
:^ ;

形
を
渡
さ
a '

て
改
船§

殺
に
從
事
し
た
^

竹
.

舊

：
:.
:

:
越
與
三
郞
赘
兄
^
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i

s

s

l

、
■

の
：永
續
化
；
I

灌

ミ
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'
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來
た
。
元
和
五#

泉
州
甥
の4

船
問
屋
が
紀
馨
田
浦
ょ
り11:
百
2 :-

十
石
稹
の
船
舶
を
借̂

授
^
,
木
綿

.

の
他
の
荷
物
を
稂
入
れ
江
戸
へ
廻
漕
し
：炎
の
.を
發
端
も
し
？
其
後
寬
永
宄
年
火
放
肥
濱
の
展
屋
平
右
衞
門
が
&
戸
積
廻
船
問
屋
を
開
業
し：

.；
:
 

m

s

:/

ハ
次
扒
で
串
馬
屋
、
甯
田
屋
ノ
大
津
屋
ノ
顔
屋

'■
'
-
-
,
■>:鹽
嵐

が

開

店

し

、
，
自

已

；
の

_

船
を
饮
て
往
ぞ
大
坂
間
の
航
海
に
從
都
し
'

所

謂

菱

埏

廻

船
.
.

•

.

.が
成
立
い
、
多
^

の
货
物
が
陸
遝
.か
ら
海
_

へ
と
轉
換
さ
れ
た
.0

-
:
卞 

..

.

■-

ら
れ
、
逍
船
の
梢
加
、i

灣

の

：改

修

练

％

行

は

：れ

、

.
焚

ぬ

寬

文

：四

年

に

比

與

カ

5:
;

騄

を
_

行

ぱ

跗

風

ぜ̂
め
：る«
#

.

^
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:, 

f
； :

誘
.：
;"
;

に

關

連

し

そ

：廻
^

引

受
.
.の

卷
^

「

御

规

願

上

、
.，
獅

船

問

屋

が

御

毙

被

下

置

^
と

.
て

、
.^ :

田
：奉
行
配
布
か
ら
獨
立
しr

上
か
ら
.

.

::

' 

.

.
: 
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廻
船
通
手
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概
猶
上)

を 

-

受
け
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節
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蜇
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問
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.

'
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⑴
受
け
に
多
少
私
の
仲
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；
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膨
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仲
間
を
立
で
- >
^
 

振
が
办
船
商
人
の
存
在
ぎ
暮
ば
な
扣
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、
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仲
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滿
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榮
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史
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參
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仲
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問
屋
、
廻
船
取
扱
人
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西
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出
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い
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で
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に
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し
た
II
U

屋
が
衰
へ
炎
ノ
と
.
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れ
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れ
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史
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瞻
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問
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